
令和５年度 全国学力・学習状況調査結果より 

練馬区立石神井中学校 

〇 全国学力調査（3年生 4月実施） 

  令和５年度 4月に、「全国学力・学習状況調査」が行われました。学力調査では国語、数学、英語の 3教科   

 が行われどの教科においても、全国平均、都平均を上回る結果を得ることができました。以下に得点の分布等

をお知らせします。 

【国語】平均点において全国を８点、都を６点上回っています。内容では、知識・技能の「我が国の言語文化に関

する事項」、思考力・判断力・表現力の「話すこと・聞くこと」において、高得点となっています。 

 

【数学】平均点において全国を１１点、都を８点上回っています。内容では、「数と式」において高得点となって

います。観点では、「知識・技能」において高得点となっています。 

 

【英語（聞くこと・読むこと・書くこと）】平均点において全国を１２．４点、都を６点上回っています。内容で 

は、「聞くこと」において高得点となっています。観点では「知識・技能」において高得点となっています。 

 



【英語（話すこと）】平均点において全国を６．６点上回っている。内容では「話すこと（やりとり）」で高得点と

なっています。観点では「思考・判断・表現」で高得点となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇学習状況調査（3年生 4月実施） 

  学習状況調査の中から、本校生徒の様子がよくわかる項目を抜粋してお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇以上の自分自身の考えに関することでは、全体的な肯定率（選択肢１・２）の割合、積極的な肯定（選択肢１）

が都や国に比べ少ない傾向があります。今後も継続して、主体的に考え、判断し、行動する生徒を育成するのた

めの機会を大切にしてまいります。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇以上の学校での教育実践に関する項目では、総合的な学習の時間に関する取り組みで、都・国と比較しても充実

して実施できていることが見て取れますが、学級活動や特にタブレットの使用に関しては、今年度の現状を分析

し、次年度に向けて要改善と考えています。教員のスキルアップを図るとともに、生徒が個別最適な学び、協働

的な学びにより、授業に主体的に取り組んでいくことができるように計画をしてまいります。 


